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西寧方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.はじめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節
語調形とを比較し,両者の関係を探ったQ
また,樋口 (2004b～c・2005a～c・2006)では,それぞれ西南官話の一種である昆明方言 。成都
方言・貴陽方言,および,晋語の一種である太原方言・平遥方言・呼和浩特方言における,単字調形
と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探った。
本稿では,樋口 (2004a～c・2005a～c・2006)同様,実験音声学的手法により,岩田 (1999・2001)
の見解に基づいて,西寧方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,
両者の関係を探る②。具体的な実験方法としては,西寧方言の音声データを音声分析ソフトで分析しQ
両者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147■48,152-156)。(2001:24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類。高降 。Ⅱ類",後者では 笠β(2)。ム気3)。ZS(1)''と呼ばれている一は,歴史的にこ
の順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “nght spreading''“高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=ιθ(2) 高降=〕気3) Ⅱ類=ぷ気1)
陰平 214 214-+5 214-+41 214-+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21-|-41 44+1
去声 45 44-■5 44-+41 45+1
上声 41 41+1 44-+1
①は軽声の “既定値"(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “right spreading''(前字上
声を除く),②は “上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した “secondaψ tone",③は “既
定値"のみ保存している, と考えている。
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樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州 。陽平」の後字軽声のような, “低
昇"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51-+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都・陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような, “中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
昆 明 陰平 33 33-|-38
昆明 陽平 31 31-+-33
昆明 上 53 53-133
昆明 去 212 212-133
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
成都 陰平 35 35-|-44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+-44
樋口 (2005a)では,「貴陽・陰平」,「貴陽・陽平」,「貴陽 。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような,
“高昇"タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
貴陽 陰平 45 45-+-45
貴陽 陽平 21 22-■45
貴陽 上 42 44+45
貴陽 去 24 24-+45
本稿では,以上のような見解に従って,北方方言の一種である西寧方言の所謂 “重い軽声"を観察
する。
1.連読変調表
張 (1997)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下の
如くである。(以下,陰平・陽平 。上声・去声を,それぞれ①o②o③o④で表わす。)
二音節語各変調結果を,所属語彙と全体の体系から,「後重」と「後軽a～e」 に分けた。
「後重」において,後字①では24+551(前字③の例は得られなかった),後字②では24+131(前
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字③の例は得られなかった),後字③のうち「①/②/③+③」は21+351,「④+③」は24+551,後
字④のうち「①+④」は21+131,「②/④+④」は24+131,「③十④」は55+131,にそれぞれ変調
する。
前字十後字が,55+551に変調するものを「後軽 a」,21+241に変調するものを「後軽b」,55+
21に変調するものを「後軽 c」,21+551に変調するものを「後軽 d」,55+131に変調するものを「後
軽 e」, とそれぞれする。
「③十④」の55+131は「後重」であるか「後軽」であるか判別できないので,以下の表では両者
の間に置き, 4.の表でも後字軽声の例としてタイプ分けを行なうことをしない。
「数」は得られた語例数を表わす。
同」 ①55 1 数 ②24  1数③551 1 数 ④13 1数
①
55
後軽 d(21+551)2 -+551 1  2
後軽b(21+241) 21+-241  1  1
後重
e(55+131)
壷壷亜壷困 憂圃囲亜囲
55+131 1 1
21-+-3513 21-|-1317
55-+131  1  1
後軽c(55+2155-+-21  1  5
②
24
後軽d(21+551
後重
21■-551 1  1
24+551 1 624+131 1 221+351 1 7
藝璽鐘蔓
24-|-131  1  1
③
551
後軽a(55+551)5-+551 1  4 55-+551  1  1
後重 21+351 1 855+131  1 13
後軽e(55+131)
T薔焉蒸要薫ご
55-+131  1  1
④
13
後軽b(21+241)
24+5516 24-卜131 3
壷璽璽霊亜壼亜璽醜囲回
21+241 1 3
「後軽 a」 (55+551)。「後軽 b」 (21+241)。「後軽 c」 (55+21)。「後軽 d」 (21+551)は,それ
ぞれ,体系的に,主として前字① o②o③・④に現われる (上表網掛け部分)。
二音節語に,体系的に,主として現われる変調結果は,前字～後字前半の調形が,前字の単字調調
形と類似している。また,後字末尾は全て下降している。
単字調類 単字調値 前字～後字前半 音節語調値
① 55 55-+55 55-+551
② 24 21+24 21-1-241
③ 551 55-+2・ 55-121
④ 13 21-+5・ 21-+-551
21+131(①十④後重)・21+241(①十② 。前字② o④+④各後軽 b)・21+351(①ノ②/③十③各
後重)・21+551(①/②+ 。前字④各後軽d)は互いに調値が近似しており,合流する途中の段階を
反映している, と言えよう。
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「②+②/④後重」。「④十②/④後重」の24+131は,単字調で区別のあった② (24)と④ (13)が,
前字 。後字両方の環境で中和されている。
「③十③後重」は「②+③後重」と変調結果が21+351で同じになるが, これは「上声十上声」>
「陽平+上声」という,北方方言に普遍的に見られる変調規則を反映したものであろう。
2.各形式所属語彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲げる。
①十①
「後重」(24+551)4例
吹凩副ス,失取,鉄血,鋏雪。
①+①
「後軽 a」 (55+551)24例
星星,星宿星星,舌1凩,公鳩,宙宙宙戸,泉泉棠子,阿大父来,多参父米,阿娼母米,娼娼母来,
先生医生,中同,遍遍肌,鋼偶,株林,刷刷,帝帝,思索,知沢,秋扱,同算,国徽,
湘江,出入。
①十①
「後軽 c」 (55+21)5例
大大父米,婿娼母来,猜測,ス占切,剰吠。
①+①
「後軽d」 (21+551)2例
娼娼伯母,大大伯父o
①十②
「後重」(24+131)1例
心疼可愛o
①十②
「後軽 a」 (55+551)14例
今几今天,今年,姑娘女几, ｀r共女几,青盆盆,阿釜老共几,高共上共,卒床,堅決,阿娘,
軒抜,装墳,兵菅,衣服。
①十②
「後軽b」 (21+241)1例
批坪
①十②
「後軽 e」 (55+131)1例
′心′ぎ可情o
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①十③
「後重」(21+351)3例
阿礼卿里,刻昔,多少。
①十③
「後軽 a」 (55+551)9例
雹子氷雹,端午端午■,麦子,宙子衡ソコ,泉子,包子,阿姐,鋼
「
,洒涌。
①十④
「後重」(21+131)17例
猪娃猪,阿舅舅舅,刀把慢共,清者皆油,砂娃洵金者,落ツロ,低地,基建,偶蓋,宅t己,区域,
仇秀,官宦,寺断,真正,表劫,悦活。
①十④
「後軽 a」 (55+551)6例
千浄,月亮,波菜,畑洞姻肉,争娃研傲的年軽人,顛板老糊泳了。
①十④
「後軽 e」 (55+131)1例
キ富。
②十①
「後重」(24+551)6例
油花漂在水面上的油星,ソ列,′不端,園圏,究凶,本出。
②+①
「後軽b」 (21+241)6例
明天,南瓜,牙猪公猪,楼梯,油花染面倣的花巻,胡螂最,根,挺。
②+①
「後軽 d」 (21+551)1例
茅厠厠所。
②十②
「後重」(24+131)2例
油盆,絶学。
②十②
「後軽b」 (21+241)25例
明年,年吋去年,茄几茄子,房房房子i整所,厨房,脂貯牌子,槌共拳共,爺爺祖父,男人丈夫,男人,
腐病腐子,僕慎侵共,勺勺勺子,厨厨厨師,淮イ|]明陛人,便宜,戦戦,金金,礫礫,瓢瓢,眉毛,
K城,牛年,梨几,サウ,故人。
②+③
「後重」(21+351)7例
白米大米,笙薯自薯,貯板牌子,I ]｀玖,塘土生11,肥美,如果。
②十③
「後軽b」 (21+241)5例
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茄子,房子整所,鼻子,ソL子,病子。
②十④
「後重」(24+131)1例
神蚤。
②十④
「後軽b」 (21+241)10例
洋芋望流 禾娃几子,侃鈍, 自布,| ]｀面,能耐,奈志,コ性,淡判,学校。
③+①
「後軽 a」 (55+551)4例
指甲,老三,衆居, 昌菊 :人名。
③+①
「後軽 c」 (55+21)7例
母猪,母鳩,里同′新洋同,老り市,祖捏,小悦,九月。
③十②
「後軽 c」 (55+21)10例
雀几麻雀,侠房厨房,女人,我佃,体個,他佃,オL几遼里,頂共以,里共,本来。
③十③
「後重」(21+351)8例
老乱 詮脳胎,左手,小侠几予,保拇,両里,老李,打把。
③十③
「後軽 a」 (55+551)1例
呈 眼
③+③
「後軽 c」 (55+21)8例
妨 妨 祖母, 女申子 叔母, 佼 子 帯花紋的水佼, 女 子 女核子, 拐 子 病子, 肛 子 猪牛羊的胃, 要 要 , 板 子 。
③十③
「後軽 e」 (55+131)1例
底子。
③+④
「後重/後軽 e」 (55+131)13例
胞肛汚肛子,粋面:赫1,′1歯怒,炒菜,瑛碑,主治,忍■,喜笑,可阜,毀堺,愧対,海帯,
擢劫。
③+④
「後軽 c」 (55+21)9例
早仮,老浜老共几,底下下共,午仮,排面:名飼,手勢,片面,李莉:人名,米仮。
④+①
「後重」(24+551)6例
下雪,サ1瞑凩,欠鉄,辻美,桂花,大堆。
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④十①
「後軽 d」 (21+551)6例
臭 風 臭虫,套 同 房子洋 同,外 同 房子洋 同,大 夫 医生,下 家 ,日‖器 。
④十②
「後重」(24+131)3例
者油,破盆,吊析。
④十②
「後軽 d」 (21+551)11例
夜来昨天,后楼厠所,上共,下共,外共外面,外前外面,二十,気球,后共,ゲ床,共同。
④十③
「後重」(24+551)1例
字妖。
④+③
「後軽d」 (21+551)16例
下雨,大米,右手,舅母,模子,病了,病者病了,致オL迭里,奈礼那里,二両,
肛子動物的腹部,辻火,架晒(火)架了,雲胞,対比,辟子。
④十④
「後重」(24+131)8例
看病,桂面:功同,絵画,桂画,好道喜炊,嗜好,燈漫,亮相,命令。
④十④
「後軽b」 (21+241)3例
雀雀叔父,注重,浪場。
④十④
「後軽 d」 (21+551)14例
大豆蚕豆,圏圏測所,模模僕子,致下送里,奈下那里,致今逮企,奈今那介,外面,罐罐,帽帽,
袖袖,蛋蛋園球形,桂面:名河,配給。
得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,①十①では「後重」に属すもの3例,
吹凩舌1凩,失取,欽雪
と「後軽 a」 (55+551)に属すもの1例,
舌」凩
とに分かれ,①十④では「後重」に属す。
③十③では「後重」に属し,③十④では「後重/後軽 e」 に属す。
④+①o④十④では「後重」に属し,④+③では「後軽 d」 (21+551)
(前字②の例は得られなかった。)
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調類 調値 後重 後軽 e 後軽 a 後軽d
① (十①) 55 24-1551 55+551
① (+④) 55 21-+131
② 24
③ (十③) 551 21■-351
③ (+④) 551 55-1131
④ (+①) 13 24-+551
④ (十⑬》 13 21+551
④ (十④) 13 24-卜131
2.重ね型の語彙は,①では「後軽 a」 (55+551)に属すもの9例,
星星,宙宙宙声,泉泉泉子,多参父来,娼婉 米,鋼鋼,株株,刷刷,希帝
と「後軽 c」 (55+21)に属すもの1例,
大大父来
と「後軽 d」 (21+551)に属すもの2例,
娼娼伯母,大大伯父
とに分かれる。
②では「後軽 b」 (21+241)に属す。
③では「後軽 c」 (55+21)に属す。
④では「後軽 b」 (21+241)に属すもの1例,
金蚤当叔父
と「後軽 d」 (21+551)に属すもの6例,
圏圏厠所,模籐 子,罐罐,帽帽,袖袖,蛋蛋
とに分かれる。
前字
調類 調値 後軽a 後軽b 後軽c 後軽 d
① 55 55+551 55-12121+-551
② 24 21-卜241
③ 551 55-121
④ 13 21+241 21-+551
3.接尾辞 “几"(単字24)・“共"(単字24)。“子"(単字551)は共に,前字①では「後軽 a」 (55+551)
に属している。
前字②では「後軽 b」 (21+241)に属している。
前字③では,“几"と“共"は全て「後軽 c」 (55+21)に属しているが,“子"は「後軽 c」
(55+21)に属すもの6例,
姉 子 叔母,佼子 帯花紋的水寃 女 子 女核子,拐子 腐子,月上子 猪牛羊的胃,板子
と「後軽 e」 (55+131)に属すもの1例,
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底子
とに分かれる。
前字④では「後軽d」 (21+551)に属している。
(“几"の前字④の例は得られなかった。)
??
岸
調類 調値 後軽a 後軽b 後軽c 後軽d 後軽e
① 55 55+551
② 24 21+241
③ 551 55-1-21 55-1131
④ 13 21‐+551
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
調値,それ以外は張 (1997)による。
単字① “寺"[無
"電
``              “ 
′・■
騨:撃會鐸営華2攣,攣,響ヽ華′機鷲馨
`鐵
難
`鯰
筆籐
`筵
′議苺饉営鐘薔罐螢錢攣1臨
①+①(後重)“吹凩"[麟゛5‐24ぉ彎551]
①+①(後軽a)“多参父来"μ56■66‐55可 ①十① (後軽c)“猜測" ts`i55・21]
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①十① (後軽d)“娼如伯母"[ma55‐21 ma5,551]
r攀―
`‐  z.¨ i  o, 1
,"| .1_,… ~~~~・
―力 | ●、
“
、、
C十② (後重)“心疼可プ'[9i55テ24ぉ24‐131]
田應…ⅢN I'1‐■1肛り F■‐‐「■■■
①+②(後軽a)“高共L共''[kЭ55 t短24‐551]
_t営●I
①十② (後軽b)“批汗'' p`i521‐241]
||__摯1__型_● __聖1_1.,罐… .同
①十② (後軽e)“心疼可惜"[9iろう5t524■31 0+0(後重)“刻苦"[餞55‐21 ‐351]
t■■ |=摯_|,。漱…“〕・ =
_ 味“ |=`“｀
.‐‐''「
‐
①十③ (後軽a)“衡r宙ブ｀|'' ①十④ (後重)“刀把役ズ'[tЭ5,21 paけ131]
鳴 |
_賀■_1__■_」
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■■=j.■」 _.■ _;
①+④(後軽a)“波菜" tst13‐551] ①+④(後軽e)“キ富" 131
単字② “寒''[x五21]
| _ヽ、
「
雪―
,‐・
―
②十① (後重)“究凶''[tゥ5240y555も51]
②+①(後軽b)“ォ猪公猪"[ia2■21 tSY5,241]
_摯_」 _4」 _T_1,。_柿."]
②+0(後軽d)“茅厠厠所''[m。24‐21s15,551]
〔_“ |`・・ ′｀｀〔・‐:「 . s.t場 ,~・聟~~1~1・~・
_理■」、、.…R〕 |・i ,O t4〕Ⅲ…‐
②十② (後重)“絶学''[toyu24 9yu24‐131] ②十② (後軽b)“年日ヽ1去年''[Li五24‐21s12■41]
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②+③(後重)“膵板貯r''[p。2■21 pa55■351]
_■:■
`o囁
…"“ェ =,“,|_夕ι」 _¨■」
■■守」録 4｀国I
②+0(後軽b)“病子"[t"u2421 ts1551‐241]
1禦,1'・‐・ … 11… 「 =・・
ユ ー?
?
‐
?
?
?
?
―
??
?
?????
』
．
．????????
?
?? _■11‐,時,¨.田市
②+0(後重)“神ギ'[,5245513■31
_■摯_」鎮 ,"壁1滋=~‐ 7..Ⅲ飾師 〕
|、 1飾ゎ..1_攣_:_ユ_
②十④ (後軽b)“月性"[912■219i513‐241]
.| __壼L」
'"1.。'"録"
単字③ “好"[x。551]
_摯」_■_l
_===●
虚 」・_…
●― ●,I
_。 1_|●
…
|
0+0(後軽a)“指甲"[ts1551‐t9ia55‐5 1]
を、
…・ |``・
¨｀
“
い・ 1「
_■●1_1,`綺、…Ⅲ!喩]11'_生」
●3!■
0+0(後軽c)“母鴻"[mY5516555‐21 ③十② (後軽c)“里共'' 551うt(Ш24‐21]
ふ・ 1 ,`111
,・
|
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③十③ (後重)“小依几f''[ci。55121 xu551351]0+③(後軽a)``掃眼´''[9通551‐55■1551]
_1■」
‐Ⅲ= 11」ぃ、囀.   “
t‐
'
③十③ (後軽c)ttt F叔け''[,5551‐55 ts1551‐21] ③十③ (後軽e)“底子''[ts155165 ts15,131]
③十④ (後重フ後軽e)“胞肛汚肝''『。55■55平,131]
_菫」".….に,
鰤響―
._,| ―一―・ ――´ °
一I」 1彰瞭こ
「
0+④(後軽c)“早仮"[ts。551‐55ね13‐21]
単字④ “波"[x513] ④+①(後重)“|1田xt''[ら1,24D5,551]
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④十① (後軽d)“臭風臭虫"[ts¬1)21 si55‐5 1]
れ.l A,I
④十② (後重)“吊析"[ti。13‐24t9`i。24■31]
①十② (後軽d)``ド共"[xa13 21 t珈24551]
,ⅢⅢ鯨,“。「
_″11…
臓・ ‐ ・
④十③ (後重)“字′氏''[tηl,24 tslDol]
④十③ (後軽d)“快子"[k■81,21 ts1551]
鵬
| __空
=|__■_: _■■,お
蹂四""
④十④ (後重)“絵画''[x?‐24 xw13‐1]
④+④(後軽b)“注重''[t,vけ21 tsu513‐241]
僣k■・
④十④ (後軽d)“大豆蚕ヴ'[taけ21 tw13‐551]
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4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,石(1994:114)に従って,まず,各声調の始点。中点・終点の周波数 (FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b
―
×5
a―b
a=全声調平均の最高周波数。
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
次に,得られた数値の0～1の間を1,1～2の間を2,2～3の間を3,3～4の間を4,4～5の間を5,
とそれぞれし,3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
「①十②後軽 b」。「①+①後軽 d」 の前字①,「②十①/②/③/④後軽 b」。「②十①後軽 d」 の前字②,
「③十①/③後軽 a」。「③+①/②/③/④後軽 c」。「③十③後軽 e」 の前字③,「④十④後軽 b」。「④十①/
②/③/④後軽 d」 の前字④は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので,これら
については,前字十後字の調形についてのみ,その他の場合に当てはめて述べる0。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ, 0.で見た後字軽声の各タイプ,“Right
spreadhg''タイプ, “高降(High Eaning)''タイプ,“低昇/高昇 (Rising)''タイプ,“中平(Mid Level)''
タイプおよび “既定値 (Dehult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S", “F",“R", “L"および “D"
とする。
調値 。調形 上ヒ
cf.記述調値
上:『音梢』/下:筆者形式
?
?
?
?
?
?
前字 後字 イ::対前 単 日ll 後
544 高平 高降224    J早・ 1  441 0.8 44 24  1  44①十①
後重 55 24  1  551
544  高平 443 431 高降 0.83 44 44 44/53①十①
後軽a
S+F
24 55 551
??
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44 044311 低降544 高平 0.81544
215555
①十①
後軽c
?
?
1.01 44 21 53544 高平 331 高降311  低降
55 21  1  551
①+①
後軽d
?
?
24  1  240.72 44544  高平 111 昇降215   ,昇
1312455
①+②
後重
0.7 44 44  144/53/0431 高降444  ‐高平544  高平
55  1  55155
S+F
14
①十②
後軽a
0,76 44 21  1  24241311  低降544
55 21 241
①+②
後軽b
?
?
?
?
?
44 44 24111 昇降555  局平 0.92544
55 13155
①+②
後軽e
?
?
?
?
?
0.99 44 21 53544  高平 321 昇降低降 341
21 35155
①+③
後重
0.85 44 44  144/53/0高降443   昌平 1  431544 高平
55 55 551
①+③
後軽a
S+F
9
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①+④
後重 17
544 『冒:平 321  低降 1 231 昇降 0.93 44 21  1 213
◆、
~―
55 21 131
人
/ ＼
①+④
後軽a
S+F
6
544 高平 544 高平 1 431 高降 0.75 44 44  1  53/0
ヽ
ヽ
＼
じ
55 55 551
①十④
後軽e
RF
1
544  高平 444  呂平 1 221 昇降 0.98 44 44  1  213
55 55 131
ネ
＼ ^
②十①
後重 6
335 高昇 224  昇 1 541 高降 0.8 24 24  1  44
24 24 551
ヽ ?
?
?
、
◆
②+①
後軽b
S+F
6
335 高昇 321 低降 1 332 昇降 0.83 24 21  1 44/53
金
＼
｀0
24 21 241
②十C
後軽d
S+F
1
335 呂昇 211 低降 1 431 高降 0.79 24 21  1  53
24 21 551
●、
ヽ
ヽ
◆
②+②
後重 2
335 高昇 224  昇 1 121 昇降 0.85 24 24  1  24
24 24 131
◆″ ‐0
②十②
後軽b
S+F
25
335 高昇 321 低降 1 231 昇降 0.81 24 21   124/53И213
24 21 241
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②+③
後重 7
335 高昇 321 低降 1 341 昇降 0.83 24 21  1  53
24 21 351
②+③
後軽b
S+F
5
335 高昇 321 低降 1 131 昇降 0.89 24 21  1  53
⌒
24 21 241
②+④
後重 1
335 高昇 325  昇 1 121 昇降 0.8 24 24  1  213
24 24 131
A
0
②十④
後軽b
S+F
10
335 高昇 321 低降 232 昇降 0.81 24 21  1  213
24 21 241
0.99 53 53 44541 高降 443 高降高平 331
551 55155
③+①
後軽a
S+F
4
0.74 53 53 0541 高降 444  「訂平 311 低降
551 2155
③十①
後軽c
D/S+F
7
53 53  1   o444 高平 1 311 低降 0.78541 高降
551 21
D/S+F
10
③十②
後軽c
21 530.88 53541 321 241 昇降低降
35121551
③+③
後重
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0.7 53 53  1  53541 局降 544 431 高降
551 55  1  551
③十③
後軽a
S+F
1
541 高降 544 211 低降高平 0.64 53 44/53 0
551 2155
③十③
後軽c
D/S+F
5
1.05 53 53  1   0541 高降 444 111 昇降高平
551 55 131
③十③
後軽e
?
?
?
?
?
―
‐ ヽ も
541 高降 544 高平 1 121 昇降 0.92 53 53  1  213③十④
後重/
後軽e
551 55 131
53 213/053541 高降 444 1  311低降 0.68③十④
後軽c
D/S+F
9 551 55 21
④十①
後重 6
212 低降昇 324   1昇 541  高‐降 0.8 213 213  1  44
13 24 551
④+①
後軽d
S+F
6
212 低降昇 311 低降 1 441 高降 0.74 213 21  1  53
13 21 551
④十②
後重 3
212 低降昇 324  昇 1 121 昇降 0.98 213 213 1  24
,
/
｀
`
」L
マ ´ ｀了
13 24 131
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後軽d
S+F
ll
212 低降昇 321 低降 1 541 高降 0.72 213 21  1  53
` ＼へ
¬0
13 21 551
④+③
後重 1
212 低降昇 234  昇 1 531 高降 0.72 213 213  1  53
13 24 551
④十③
後軽d
S+F
16
212 低降昇 311 低降 i 341 高降 0.81 213 213/211  53
13 21 551
④+④
後重
212 低降昇 325  昇 1 121 昇降 0.86 213 213  1  213
＼ /
/
/
13 24 131
④+④
後軽b
S+F
3
212 低降昇 321 低降 1 231 昇降 1.09 213 21  1  213
ハ
o′  ＼
◆
13 21 241
④+④
後軽d
S+F
14
212 低降昇 311 低降 1 341 高降 0.82 213 21  1  53
＼
ヽ
7~
?ヽ
、
◆
13 21 551
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「前字十後字」調形が,
“高平十高降"である「①+①/②/③/④後軽 a」。「③十①/③後軽 a」,
“低降十昇降"である「②十①/②/③/④後軽 b」。「④十④後軽b」,
“高平+低降"である「③十①/②/③/④後軽 c」,
“低降十高降"である「②十①後軽 d」。「④十①/②/③/④後軽 d」,
20形式は,S+Fタイプである。うち「③+①/②/③/④後軽c」 4形式は,Dタイプであるとも解釈で
きる。
後字調形が “高降"である「①十①後軽 d」 1形式は,Fタイプである。
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後字調形が “昇降"である「①+②後軽 b」。「①十②/④後軽 e」。「③十③後軽 e」 4形式は,RFタ
イプである。
後字調形が “低降"である「①+①後軽 c」 1形式は,Dタイプである。
「後軽 a」 (55+551)は,前字① (S+Fタイプ)。前字③ (S+Fタイプ)とも後字の方が短い。
「後軽 b」 (21+241)は,前字① (RFタイプ)。前字② (S+Fタイプ)では後字の方が短く,前
字④ (S+Fタイプ)では後字の方が長い。
「後軽 c」 (55+21)は,前字① (Dタイプ)。前字③ (D/S+Fタイプ)とも後字の方が短い。
「後軽 d」 (21+551)は,前字① (Fタイプ)では前字と後字の長さがほぼ同じだが,前字② (S
十Fタイプ)。前字④ (S+Fタイプ)では後字の方が短い。
「後軽 e」 (55+131)は,前字① (RFタイプ)。前字③ (RFタイプ)とも前字と後字の長さがほ
ぼ同じである。
前字調類 タイプ 前字の長さ 後字の長さ
後軽 a
(55+551)
① S+F >
③ S+F >
後軽 b
(21+241)
① RF >
② S+F >
④ S+F く
後軽 c
(55+21)
① D >
③ D/S+F >
後軽d
(21+551)
① F
② S+F >
④ S+F >
後軽 e
(55+131)
① RF
③ RF
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。唸爾浜・合肥・済南・蘭州。南京。青島。天津・烏魯木斉・武漢。西安・
銀川・鄭州。
(2)記述資料 (張1997)では “軽声''とはしていないが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わ
らず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代渓悟方言音庫」(侯精―主編,上海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for WindOws」(東京大学医学部音声言語研究施設,C&Dテクノロジー
ズ株式会社)を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和掻声悟音洞不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35+2]炎経声悟音司、
安炭入声和軽声悟音洞,ス」只考慮其交凋凋値E艮経声后字在音高上的美系,不追究其本凋和交凋之同的演交通程,所以,
北京 “老虎"遠祥的経声悟音司就可以月入田平升共的経声悟音飼来逃行村沿。」
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